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           社会調査データにおける相補性について












                 齪〃＝O．12～0．13
   の相補的関係が成立する．
 ／ii）Wが5以上の場合は，この式は必ずしも満たさないが，回答カテゴリー（選択肢）が多い
   時は，回答者は与えられたカテゴリーを，認知的に（心の中で）再カテゴリー化している





                 X（オ十1）＝Q・X（広）
の左→十無限大での解は安定不動点に対応する．しかも，興味深いことに，その不動点は，サン
プリング・非サ．ンプリング誤差の範囲で，回答カテゴリー数M＝2の場合，
                2：K（K＝1，2，3，．．．，8）
の形の分布に対応している．
統計データ解析センター
           学童検診データのパターン分析について
                                  駒 澤   勉
 対応する集団のデータ構造の類似性を探索的に分析する一つの方法を報告した．分析は主成
























             コウホート分析とAPL，S言語
                                  中 村   隆
 コウホート分析は継続調査データを分析する方法の1つであり，人間集団に関する何らかの
数量特性を年齢層X調査時点別に集計したコウホート表データから，年齢・時代・世代（コウ
ホート）効果を分離する方法である．このコウホート分析について，パラメータの漸進的変化の
条件を取り込んだベイズ型モデルを定式化し，ベイズ型情報量規準ABIC最小化法により最適
パラメータを推定する方法を提案してきた．
